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官職 歷任 年表

- 34세(1534)  3月, 文科에 及第

 4月, 承文院 權知副正字(從九品)

 6月, 正字(正九品)

 7月, 休暇

10月, 著作(正八品)

12月, 博士(正七品)

- 36세(1536)  6月, 成均館 典籍(正六品)

 7月, 休暇

 9月, 戶曹 佐郞(正六品)

- 37세(1537) 10月, 母親喪(官職辭任)

- 39세(1539)  12月, 官職復歸, 弘文館 修撰(正六品)(經筵 檢討官    

                      兼職)

- 40세(1540)  1月, 司諫院 正言(正六品)

 3月, 承文院 校檢(正六品)

 4月, 司憲府 持平(正五品)

 6月, 刑曹 正郞(正五品)

10月, 承文院 校理(從五品)

- 41세(1541)  3月, 賜暇讀書

 4月, 司憲府 持平(正五品)

 5月, 弘文館 修撰(正六品)

10月, 世子侍講院 文學(兼職)

10月, 司憲府 持平(正五品)

12月, 戶曹正郞(正五品)
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- 42세(1542)  2月, 弘文館 校理(正五品)

 3月, 議政府 檢詳(正五品)

 5月, 議政府 舍人(正四品)(侍講院 文學 兼職)

10月, 司憲府 掌令(正四品)

- 43세(1543)  7月, 成均館 司藝(正四品)(侍講院 弼善 兼職)

 9月, 司僕寺 僉正(從四品)

10月, 成均館 司成(從三品)

11月, 休暇

- 44세(1544)  2月, 弘文館 校理(正五品)

 4月, 侍講院 弼善(正四品)

 6月, 成均館 直講(正五品)

 8月, 弘文館 應敎(正四品)(經筵 侍講官, 春秋館 

                       編修官 兼職)

 9月, 休暇

- 45세(1545)  4月, 內贍寺 僉正(從四品)

 6月, 弘文館 典翰(從三品)

 7月, 仁宗 昇遐

 8月, 通禮院 相禮(從三品)

11月, 司僕寺 正(正三品 堂下)(承文院 參校 兼職)

- 46세(1546)  2月, 丈人 喪(歸鄕)

 7月, 婦人(權氏) 喪

 8月, 校書館 校理(從五品)

11月, 禮賓寺 正(不就)

11月, 退溪 동쪽에 養眞菴 건축

- 47세(1547)  7月, 安東府使(不就)

 8月, 校書館 校理(從五品)(承文院 校理 兼職)

11月, 禮賓寺 正(不就)

12月, 儀賓府 經歷(從四品)
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- 48세(1548)  1月, 外職請願, 丹陽郡守(從四品)

11月, 豊基郡守(從四品)

- 49세(1549)  9月, 慶尙監司에 辭狀 提出

10月, 白雲洞書院의 賜額 請願

11月, 紹修書院 扁額이 下賜됨

12月, 세번 辭狀을 올리고 棄職 落鄕

- 50세(1550)  1月, 豊基郡守職 罷職 당함

- 52세(1552)  4月, 弘文館 校理(正五品)(經筵 侍讀官, 春秋館 

                       記注官 兼職)

 5月, 司憲府 執義(從三品)

 6月, 弘文館 副應敎(從四品)

 7月, 成均館 大司成(正三品 堂上)

11月, 病으로 辭職, 五衛 上護軍(正三品 堂下)

- 53세(1553)  4月, 成均館 大司成(正三品 堂上)

 7月, 病으로 辭職, 五衛 副護軍(從四品)

 8月, 殿試 對讀官(임시직)

 9月, 忠武衛 上護軍(正三品 堂下)

- 54세(1554)  5月, 刑曹 參議(正三品 堂上)

 6月, 兵曹 參議(正三品 堂上)

 9月, 辭職, 上護軍(正三品 堂下)

11月, 僉知中樞府事(正三品)

- 55세(1555)  2月, 辭職疏를 올리고 落鄕

- 58세(1558)  9月, 成均館 大司成(正三品 堂上)

11月, 病으로 辭職, 上護軍(正三品 堂下)

12月, 工曹 參判(從二品)

- 59세(1559)  2月, 落鄕하여 病을 얻고 辭職

 7月, 同知中樞府事(從二品)

- 65세(1565)  4月, 同知中樞府事 辭職
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- 66세(1566)  2月, 工曹 判書(正二品)(兩館大提學 兼職)

 4月, 知中樞府事(正二品)

- 67세(1567)  5月, 明宗 昇遐

 6月, 禮曹 判書(正二品)(同知經筵春秋館事 兼職)

 8月, 病으로 辭職하고 落鄕

10月, 同知經筵春秋館事(不就)

11月, 同知中樞府事(不就)

- 68세(1568)  2月, 議政府 右贊成(不就)

 5月, 判中樞府事(從一品)

 7月, 67年 10月부터 계속 辭職疏를 올렸으나 王은  

                       嘉納하지 않고 일곱 번이나 敎旨를 내리므로   

                       부득불 上京

 8月, 兩館大提學(正二品)(知經筵春秋館成均館事 

                       兼職)

 8月, 戊辰六條疏 上疏

12月, 聖學十圖 上疏

- 69세(1569)  1月, 吏曹 判書(不就)

 1月, 判中樞府事(從一品)

 3月, 辭職하고 落鄕

    12月 8日, 逝去

  12月22日, 大匡輔國崇祿大夫議政府領議政 兼 領經筵弘文    

                       館藝文館春秋館觀象 監事 追贈

     1575년, 王이 陶山書院에 賜額함
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